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(ー) rアメリカにおける抵触法と連邦憲法のー側面(ー) (二・完)J 阪大法学六四号七五頁以下(昭和
四二年)，六七号一七二頁以下(昭和四三年)， (二) rアメリカ国際私法における当事者自治の原則」国













































別に発表している。これが参考論文 I~法例改正中間報告』について」である O ここでは本論文で提唱
された法選択規則構造論の立場から，これを具体化して，婚姻法，親子法の分野における法選択規則に
関する私案を，法例改正の中間報告案に対する修正案として提示している O
論文の審査結果の要旨
本論文は，その第一部においてアメリカ国際私法における抵触法革命の状況と進展を具さに論述し，
その示唆を基礎にわが国の伝統的な国際私法理論に根本的な反省を迫り，国際化時代の要請に応えう
る実学としての国際私法の形成への新理論を提示した。とくに，これまでの学説の主たる関心が成文法
規たる法例の論理的・文言的解釈に向けられ，政策的根拠からその立法論的妥当性や各個の事件におけ
る法選択規則の適用結果の具体的妥当性を軽視する傾きがあったことを厳しく指摘するとともに，単一
の連結点のみを媒介とし概括的・包括的規則により，適用されるべき実質法の内容と適用結果に盲目的
に内外法の適用を定める従来の法選択規則を修正して，新たに，個別的な争点に向けられた適用範囲の
広い，事件に関連を有する複数の国の実質法の内容と法目的を考慮する法選択規則を形成すべしと論じ
た。また，例外的救済の手段として用いられてきた公序条項を，最も適切な法の適用という国際私法正
義実現のための一般条項として再構成するに至っている。
その問題提起は，まことに壮大であり，核心を鋭く衝いて旧理論を全面的に揺るがせ，周到な論証と
秀抜な新理論の提示によって，学界に大きく貢献し今後の展開を導いた。参考論文と併せて，現下の
法例改正にも寄与するところが多い。法学博士の学位を授与するに十分値するものと判定する。
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